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令
和
６
年
６
月
11
日
（
火
）、
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
に
て
令
和
６
年
度
定
時

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
、
当
セ
ン
タ
ー

発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

会
員
物
故
者
に
黙
祷
を
行
い
、
続
い

て
会
員
と
し
て
在
籍
10
年
に
達
し
た

方
、
地
域
班
長
を
３
期
以
上
在
任
し

た
方
、
役
員
を
３
期
以
上
在
任
し
た

方
に
対
す
る
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

下
村
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
ご
来

賓
と
し
て
北
広
島
市
副
市
長 

川
村 

裕

樹
様
、
北
広
島
市
議
会
副
議
長 

坂
本 

覚
様
、
北
海
道
議
会
議
員 

鶴
羽 

芳
代

子
様 

代
理 

道
塚 

美
彦
様
並
び
に
北
広

島
市
経
済
部
次
長 

柴 

清
文
様
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
ご
祝
辞
と
励
ま
し
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
議
長
に

指
名
さ
れ
た
第
３
地
区
の
伊
藤 

貢
さ

ん
の
進
行
の
も
と
、
令
和
５
年
度
収

支
補
正
・
流
用
予
算
、
令
和
６
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
、
配
分
金

見
積
基
準
表
改
正
の
報
告
案
件
４
件

並
び
に
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
報
告
、
役
員
の
選
任
の
議

案
３
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
、
総

会
は
終
了
し
ま
し
た
。
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会
員
拡
大
計
画
を
踏
ま
え
、
具
体
的
取
組
事
項
と
の
整

合
を
図
り
な
が
ら
今
年
度
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
２
年
に
一
度
の
役
員

改
選
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
地
区
か
ら

推
薦
を
受
け
た
会
員
や
女
性
及
び
独
自
事

業
理
事
候
補
者
が
役
員
選
考
委
員
会
か
ら

提
案
さ
れ
、
総
会
に
お
い
て
審
議
の
結
果
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

【
任
期
】 

令
和
６
年
６
月
11
日
か
ら
令
和
８
年
度
定

時
総
会
の
終
結
日
ま
で

山
藤
理
事
が
定
時
総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
い
間
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

理  

事  

長
（
再
）

下
　
村
　
英
　
敏

（
第
４
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

吉
　
田
　
　
　
清

（
第
２
地
区
）

副
理
事
長
（
再
）

白
　
崎
　
秀
　
年

（
第
６
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

佃
　
　
　
弘
　
明

（
第
３
地
区
）

常
務
理
事
（
再
）

山
　
﨑
　
克
　
彦

（
第
１
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

大
　
和
　
幸
　
江

（
第
４
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

山
　
下
　
千
　
秋

（
第
１
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

三
　
上
　
元
　
幹

（
第
５
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

村
　
井
　
　
　
明

（
第
７
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

西
　
窪
　
瑞
　
恵

（
第
９
地
区
）

理　
　

事
（
新
）

阿
　
蘇
　
久
　
男

（
第
８
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

大
　
河
　
友
　
子

（
第
２
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

寺
　
嶋
　
好
　
隆

（
第
９
地
区
）

監　
　

事
（
再
）

熊
　
坂
　
克
　
也

（
第
４
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

原
　
　
　
享
　
子

（
第
１
地
区
）

監　
　

事
（
再
）

中
　
山
　
至
美
緒

（
第
６
地
区
）

１　

事
業
の
啓
発
普
及
と
就
業
機
会
の
拡
大

　
　
　

 

会
報
の
定
期
発
行
、
木
工
展
示
販
売
会
の
開
催
、

Sm
ile to

 Sm
ile

に
よ
る
就
業
情
報
の
提
供
、
シ

ル
バ
ー
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の
木
工
品
や
手
芸
作
品
、

腐
葉
土
の
販
売
促
進
な
ど

２　

安
全
就
業
の
推
進
と
健
康
の
確
保

　
　
　

 

安
全
就
業
対
策
基
本
計
画
の
策
定
、
安
全
就
業
基

準
の
周
知
・
遵
守
の
徹
底
、
安
全
委
員
会
に
よ
る

就
業
現
場
巡
回
、
発
生
事
故
の
検
証
と
再
発
防
止

へ
の
対
応
な
ど

３　

適
正
就
業
の
推
進

４　

一
般
労
働
者
派
遣
事
業
の
実
施

５　

会
員
の
拡
大
と
知
識
・
技
能
の
向
上

　
　
　

 

会
員
拡
大
計
画
の
具
体
的
取
組
事
項
の
実
践
、
就

業
体
験
講
習
会
の
開
催
、
女
性
委
員
会
（
ほ
ほ
え

～
む
）
活
動
の
活
性
化
、
ス
マ
ホ
講
習
会
の
開
催
、

Sm
ile to

 Sm
ile

の
登
録
促
進
な
ど

６　

組
織
の
活
性
化
と
事
務
局
運
営

　
　
　

 
地
域
班
に
よ
る
活
動
の
継
続
と
活
性
化
、
理
事
会

や
専
門
部
会
等
に
よ
る
事
業
活
動
の
活
性
化
、
国

の
補
助
金
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど

７　

会
員
の
福
利
厚
生

８　

独
自
事
業
の
推
進

　
　
　

 

花
苗
・
腐
葉
土
・
木
工
品
づ
く
り
の
３
事
業
の
継

続
実
施
な
ど

９　

地
域
就
業
機
会
創
出
・
拡
大
事
業

　
　
　

 

空
き
家
管
理
協
定
締
結
に
よ
る
空
き
家
見
回
り
業

務
の
推
進
、
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ

に
関
連
す
る
業
務
の
受
注
な
ど

10　

財
政
基
盤
強
化

　
　
　

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
経
過
措
置
期
間
中
に
応
じ
た

事
務
費
等
の
適
切
な
対
応
な
ど

11　

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

12　

自
然
災
害
等
の
発
生
時
へ
の
対
応

　
　
　

 

全
シ
協
の
指
導
を
踏
ま
え
て
、
自
然
災
害
等
発
生

時
に
的
確
に
対
応
で
き
る
取
り
組
み
な
ど

13　

事
業
目
標

　
　
　

 

会
員
数
4
9
8
人
以
上
、
受
注
契
約
金
額
２
億

　
　
　

2,
0
0
0
万
円
（
派
遣
事
業
含
む
）

令
和
６
年
度 

事
業
計
画
の
概
要

　

我
が
国
は
本
格
的
な
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
て
い
る
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見

据
え
、
高
齢
者
に
日
常
生
活
に
密
着
し

た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
参
加
を
促
進
し
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
は
70
歳
ま
で
の
再
雇
用
や
定
年
延
長
の
影
響

に
よ
り
減
少
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
会
員
の

高
齢
化
に
よ
る
退
会
会
員
の
抑
制
、
後
継
者
の
育
成
、

円
滑
な
世
代
交
代
を
進
め
る
う
え
で
も
、
会
員
の
拡
大

は
最
重
要
課
題
で
す
。

　

一
方
、
海
外
で
の
紛
争
や
円
安
に
伴
う
物
価
高
騰
等

に
よ
り
、
経
済
情
勢
の
閉
塞
感
が
高
ま
る
中
、
事
業
運

営
に
お
い
て
も
景
気
動
向
等
を
十
分
注
視
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

更
に
、
企
業
の
就
業
機
会
確
保
の
努
力
義
務
や
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
、
契
約
方
法
の
見
直
し
等
、
セ

ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、
事
業
運
営
は
厳
し
い
状
況
に
も
あ
り
ま
す
。

　

今
日
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を
巡
る
喫
緊
の
課
題
は
、
業

務
の
効
率
化
、
経
営
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
で
す
。
ｗ
ｅ
ｂ
入
会
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

就
業
情
報
の
提
供
は
、
利
便
性
の
向
上
に
も
繋
が
り
ま

す
。
ま
た
、11
月
に
施
行
さ
れ
る「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
」

に
対
応
し
た
新
た
な
契
約
方
法
へ
の
移
行
も
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
況
の
も
と
、
会
員
の
拡
大
、
セ
ン
タ
ー

運
営
の
効
率
化
、
安
全
就
業
の
徹
底
を
図
り
つ
つ
、
市

民
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
新
た
な
発
想
・

視
点
を
も
っ
て
、
就
業
機
会
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

我
が
ま
ち
は
、「
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
」
に

よ
り
新
し
い
時
代
へ
の
扉
が
開
か
れ
ま
し
た
。
北
広
島

駅
周
辺
で
は
、
複
合
交
流
拠
点
施
設
が
開
業
し
、
賑
わ

い
と
活
力
に
溢
れ
る
ま
ち
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
当
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
影
響
も
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
も
十
分
連
携
を

図
り
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
喜
ば
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
し
て
事
業
運
営
で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
と
と
も

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
長　

下
村
　
英
敏

　総会の前に、（株）ファイターズ スポーツ＆エンターテイメントの小林様を講師にお招きし、
「ボールパークプロジェクト～過去、現在、そして未来に向けて～」と題しての講演会を開催し

ました。ファイターズプロジェクト「共同創造空間」の理念のもとで進めてきたこれまでの実績、
またこれからの取り組みについて、とても興味深いお話を聴くことができました。

今 回 の 表 紙 プ ラ ス （ファイターズ特別講演）

令
和
６
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

令
和
６
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

新役員の新役員の
紹　　介紹　　介
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　当センターの会員数は、令和２年度の571人をピークに減少が続いており、会員の平均年齢も上昇し、高齢
化が進んでいます。こうしたことから一般家庭や企業等からの多くの依頼に応じられないことが増えています。
　隣人、知人、友人で60歳以上の元気で働く意欲のある方がいましたら、ぜひ当センターにお誘いください。
　また、昨年から実施している「会員紹介キャンペーン」について、紹介会員と入会者に進呈するクオカード
は1,000円に増額して今年度も実施しています。ひとり一会員入会活動にご協力をお願いします。入会説明会は、
毎月開催しています。

　

賛
助
会
員
は
、
セ
ン
タ
ー
の
目
的
に
賛
同
し
、
事
業
に
協
力

　

賛
助
会
員
は
、
セ
ン
タ
ー
の
目
的
に
賛
同
し
、
事
業
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
個
人
ま
た
は
団
体
で
あ
り
、
令
和
６
年
４
月

し
て
い
た
だ
け
る
個
人
ま
た
は
団
体
で
あ
り
、
令
和
６
年
４
月

に
は
新
た
に
「
㈱
ラ
ウ
デ
ィ
」
様
に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
現
在

に
は
新
た
に
「
㈱
ラ
ウ
デ
ィ
」
様
に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
現
在

2828
の
企
業
等
に
加
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
賛
助
会
員
の
皆

の
企
業
等
に
加
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
賛
助
会
員
の
皆

様
に
は
、日
頃
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

様
に
は
、日
頃
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

　

今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。

❖ 

ア
ー
ク
大
隅
㈱

❖ 

協
業
組
合
エ
ク
セ
ル
三
和

❖ 

㈲
エ
ル
ム
保
険
セ
ン
タ
ー

❖ 

㈲
贈
屋
本
舗

❖ 

㈱
カ
ミ
ノ

❖ 

㈱
カ
ワ
バ
タ
札
幌
営
業
所

❖ 

環
境
開
発
工
業
㈱

❖ 

北
島
工
業
㈱

❖ 

北
広
島
商
工
会

❖  

社
会
福
祉
法
人
北
ひ
ろ
し
ま
福
祉
会

❖ 

久
蔵
庵

❖ 

㈱
ク
ラ
ー
ク
自
動
車

❖ 

㈱
興
発
ス
パ
イ
ラ
ル
製
作
所

❖ 

佐
々
木
・
広
谷
建
設
㈱

❖  

公
益
財
団
法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

❖ 

三
和
機
工
㈱

❖ 

㈱
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
北
広

❖ 
田
島
工
業
㈱

❖  
㈱
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
札
幌
北
広
島
イ
ン
タ
ー
店

❖ 
道
央
農
業
協
同
組
合
北
広
島
支
所

❖ 

北
斗
防
災
設
備
㈱

❖ 

㈱
北
洋
銀
行
北
広
島
中
央
支
店

❖ 

北
駿
建
設
㈱

❖ 

北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
北
広
島
Ｓ
Ｓ

❖ 

㈱
北
海
道
銀
行
北
広
島
支
店

❖ 

北
海
道
車
体
㈱

❖ 

㈱
ラ
ウ
デ
ィ

❖ 

㈲
良
寿
司

賛
助
会
員
の
ご
紹
介

賛
助
会
員
の
ご
紹
介
（（
五
十
音
順

五
十
音
順  

、敬
称
略

、敬
称
略
））

（公社）北広島市シルバー人材センター組織図（公社）北広島市シルバー人材センター組織図（令和６年６月11日現在）（令和６年６月11日現在）

 （仕事別グループ）

・花苗班　　・木工班　　　・腐葉土班

・草刈り班　・草取り班　　・剪定班

・冬囲い班　・施設管理班　　等

親　睦　会

賛助会員（28）

理　事　会　(14名)専門部会＆各種委員会

　総　　　会 　　　・正会員
　　　・特別会員

総　務　課

事務局（7名）

地域班長会議（年2回）
職
群
班 地　域　班

（9地区43班）

　総 務 係　　　牧野　道子

【連携】

監　事（2名）

（熊坂　 克也）

（中山至美緒）

　　理　 　 事 （佃　　 弘明）

　　理　 　 事 （山下　千秋）

 ◎理 事 長  （下村　英敏）

 〇副理事長 （白崎　秀年）

　  常務理事 （山﨑　克彦）

　　理　 　 事 （吉田　　 清）

　　理　 　 事 （大和　幸江）
　　理　 　 事 （三上　元幹）
　　理　 　 事 （村井　　 明）
　　理　 　 事 （阿蘇　久男）
　　理　 　 事 （寺嶋　好隆）
　　理　 　 事 （原　　 享子）
　　理　 　 事 （西窪　瑞恵）
　　理　 　 事 （大河　友子）

理事・監事候補者選考委員会

事務局長　山﨑　克彦

　総務課長　　　杉田　哲也

業　務　課

　業務課長　　 池田　憲孝
　業務係主任　中井　   慎
　業  務  係　　 長間　正子
　業  務  係　　 梶野　   晴

 ⑦女性委員会（3名）

 ⑧適正就業委員会（3名）

 ①総務部会（4名）

 ②事業部会（5名）

 ③広報部会（3名）

 ④会報編集委員会（4名）

 ⑤安全委員会（2名）

 ⑥会員就業調整委員会（2名）

会 員 大 募 集 ひ 員と 入り 会一 活会 動
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令
和
６
年
度
後
半
の
講
習
会

講 習 会 名 日　程 曜日 開始 終了
定　員

会員 一般
冬 囲 い 講 習 会 10月９日 水 ９時 16時 15名 ５名
交 通 安 全 講 習 会 11月28日 木 10時 12時 15名
正月リース講習会（女性委員会） 12月５日 木 ９時 12時 20名 ８名
木 工 講 習 会 １月22日〜23日 水・木 ９時 15時 10名

包 丁 研 ぎ 講 習 会
２月18日 火 13時 16時 10名

２月28日 金
９時 12時 10名
13時 15時 10名

ス マ ー ト フ ォ ン 講 習 会 未定 ９時 12時 10名

   ９月17日（火曜日）     
  10月15日（火曜日）     
  11月15日（金曜日）     
  12月16日（月曜日）     
   1月17日（金曜日）     
   2月14日（金曜日）     
   ３月14日（金曜日）     

９
月
以
降
の
配
分
金
の
支
払
い
予
定
日

花 苗 販 売花 苗 販 売 木 工 展 示 販 売 会木 工 展 示 販 売 会
　２月初めよりタネから育てた花苗の販売を４月25日か
らスタート。今年は花苗事業30年目ということで感謝の
気持ちを込めて花苗300株のプレゼントを行い、売れ行
きも好調で、例年より早く５月26日に販売終了となりま
した。
　５月22日に開催した寄せ植えのコツなど指導する園芸
講習会は、すぐに定員に達するほどの人気で、参加され
た皆さんは、それぞれ思い思いの寄せ植えを完成してい
ました。

　ＪＲ北広島駅に隣接するエルフィンパーク交流広場で、
６月25日から３日間開催しました。
　木工班による木工品の展示販売や恒
例の包丁研ぎ、また女性委員会（ほほ
え～む）による手芸品の展示販売やリ
サイクルワンコイン市なども行われま
した。何とか天候にも恵まれ、多くの
方に来場いただき、大盛況のうちに終
了しました。

講 習 会だより講 習 会だより（７月までに終了した講習会から）（７月までに終了した講習会から）

■ 交通安全教室　５/15 ■■ 交通安全教室　５/15 ■

■ スマホセミナー　６/５ ■■ スマホセミナー　６/５ ■

　厚別警察署の方が講師となり、記憶力・視野力・動体
視力のテストを通じて、自分の
能力を知るという講義が行わ
れました。
　また昨年に引き続き、道警の
交通安全教育車「ほくと号」に
よる疑似体験も行われました。

　賛助会員の㈱ラウディ様の協力をいただき、初級編、
中級編に分かれての講習会を
開催し、文字入力やＱＲコー
ドの読み込みなどについて学
びました。また Smile to Smile
の登録の仕方についての指導
も行われました。

■ 網戸張り講習会　５/ 31 ■■ 網戸張り講習会　５/ 31 ■

■ 普通救命・ＡＥＤ講習会　６/12 ■■ 普通救命・ＡＥＤ講習会　６/12 ■

　夏本番に向けて、網戸の張替えの技術やコツを習得
するための講習会を行いまし
た。参加者は会員講師による
指導を受けながら、各自持参
し た 網 戸 の 張 替 え に 挑 戦 し、
上手に完成させることができ
ました。

　消防職員による講義と実技指導により、救急救命の
重 要 性 を 学 び ま し た。 ま た、
ＡＥＤによる救命措置につい
ては、いざという時には慌て
ず適切な対応ができるようダ
ミー人形を使って実態に即し
た指導が行われました。
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シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
た
動
機
は
、
皆
さ

ん
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま

す
。「
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
か
ら
」「
健
康
を
維

持
す
る
た
め
に
」「
仲
間
と
共
に
働
い
て
、

生
活
に
張
り
を
持
ち
た
い
」「
地
域
に
貢
献

す
る
こ
と
に
も
な
る
」「
多
少
で
も
収
入
が

あ
っ
て
嬉
し
い
」
な
ど
な
ど
…
。

　

し
か
し
毎
年
、
ほ
ん
の
少
し
の
油
断
か
ら

思
わ
ぬ
事
故
に
あ
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た

り
す
る
会
員
さ
ん
が
い
ま
す
。
幸
い
に
も
重

篤
な
状
況
や
重
い
後
遺
症
を
負
う
こ
と
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
人
に
と
っ
て
は
誠

に
残
念
な
思
い
に
沈
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
も
早
々
か
ら
物
損
、
傷
害
の
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。毎
年
歳
を
取
り
、我
々

高
齢
者
は
、
足
腰
も
弱
く
な
り
、
平
衡
感
覚

も
衰
え
て
き
て
、
と
っ
さ
の
状
況
に
的
確
に

対
応
で
き
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
年
々
上
昇
す
る
気
温
も
少
な
か
ら
ず
体

調
へ
の
影
響
を
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

　

慣
れ
、
油
断
こ
そ
が
大
敵
で
す
。
初
心
を

忘
れ
ず
に
、
作
業
の
際
に
は
周
り
の
状
況
に

気
を
配
り
、
声
を
か
け
合
い
、
注
意
を
喚
起

し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

班
長
さ
ん
の
指
示
の
下
で
、
お
互
い
の
気

持
ち
を
一
つ
に
し
て
安
全
作
業
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

安全就業の推進コーナー安全就業の推進コーナー事故ゼロはみんなの願い
令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

安安  

全全  

標標  

語語（
安
全
就
業
・
交
通
安
全
）

（
安
全
就
業
・
交
通
安
全
）

　
◆ 

最
優
秀
賞 

◆

　
　
・
手
慣
れ
て
も
　
初
心
忘
れ
ず
　
基
本
か
ら

　
　
・
ち
ょ
っ
と
待
て
　
慣
れ
た
こ
と
で
も
　
再
確
認

　
　
・
ゆ
ず
り
合
う
　
や
さ
し
い
心
に
　
事
故
は
無
し

　
　
・
な
れ
た
道
　
焦
る
気
持
ち
が
　
事
故
を
呼
ぶ

　６月からセンター公式ＳＮＳとして、「Instagram（インスタグラム）」と「Ｘ（エックス
（旧 Twitter）」を始めました。

　「Instagram」では、写真を使って木工班や花苗班、女性委員会（ほほえ～む）などの活
動を投稿しています。
　「Ｘ」では、講習会などの告知やセンターの日常を、またエスコンフィールド北海道での
試合日には天候などの情報を提供しています。
　ご興味がありましたら是非フォローしてください！
　「ＳＮＳって何？」、「ＳＮＳをやってみたいけど分からない」などありましたら、お気軽
に事務局にお尋ねください。

慣
れ
、
油
断
が
大
敵

慣
れ
、
油
断
が
大
敵
‼‼

初
心
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す

初
心
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す

安
全
委
員
会
委
員
長
（
副
理
事
長
）　

白
崎　

秀
年

女
性
委
員
会（
ほ
ほ
え
〜
む
）

女
性
委
員
会（
ほ
ほ
え
〜
む
）

の
活
動
コ
ー
ナ
ー

の
活
動
コ
ー
ナ
ー

ほ
ほ
え
～
む
が
模
索
す
る
も
の
は
…

委
員
長　

大
和　

幸
江

　
「
ほ
ほ
え
～
む
」
に
か
か
わ
り
、
私
は
今
60
～
80

代
の
女
性
が
求
め
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
続
け
て

い
ま
す
。

　

男
性
は
60
代
で
定
年
を
迎
え
、
仕
事
か
ら
解
放

さ
れ
て
、少
し“
楽
”に
な
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
方
、
女
性
は
親
や
家
族
の
介
護
、
孫
の
面
倒
な

ど
で
60
代
と
な
っ
て
も
決
し
て
“
楽
”
に
は
な
ら

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
加

入
す
る
女
性
は
、「
新
し
い
活
動
を
し
て
、
健
康
で

イ
キ
イ
キ
と
生
活
し
て
い
き
た
い
」
と
自
立
し
た

考
え
を
持
っ
た
方
々
で
す
。

　

自
由
な
時
間
が
多
く
は
な
い
私
た
ち
が
望
む
こ

と
は
…
？

　

た
と
え
ば
、
循
環
型
社
会

が
推
奨
さ
れ
る
今
、
家
の
中

の
整
理
を
進
め
る
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
も
一
つ
か
な
と
考
え

て
い
ま
す
が
、「
ほ
ほ
え
～

む
」
が
、
女
性
の
心
に
響
く
、

女
性
の
た
め
の
委
員
会
と
し

て
進
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
、
第
一
木
曜
日 

13
時

～
16
時　

シ
ル
バ
ー
活
動
セ

ン
タ
ー
で
例
会
を
開
い
て
い

ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
、
仲
間
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ＳＮＳＳＮＳ（ソーシャル ネットワーキング サービス）（ソーシャル ネットワーキング サービス）を開設しました！を開設しました！

InstagramInstagram XX
（旧Twitter）（旧Twitter）
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趣 味 と 実 益趣 味 と 実 益 刈払機取扱安全講習に参加して刈払機取扱安全講習に参加して

　ギター（アコースティックギター）を弾いて半世紀になります。
　ライブ活動を始めるようになり、参加費を支払ってイベントに参加し
たりしますが、まれに、主催者から出演料なるものを受け取る僥倖に恵
まれることがあります。
　これが俗にいう「素人への悪魔のささやき」と言われるものです。つ
まり、ギャラ＝セミプロなどという都合の良い自己解釈で、アマチュア
を有頂天にさせてしまうのです。冷静に考えれば、お金を払って見に来
るようにならなければプロではないのに。とは言え、趣味に実益がプラ

スされれば、それはそれで嬉しいもの。
　シルバー人材センターの仕事も、ある意味、趣味（過
去の経験・実績）に実益が伴ったものであるとも言え
ます。
　これからも、シルバーとライブ活動で、趣味と実益
の「二刀流」を目指したいと思います。

　６月24日、除草の仕事に少しで
も役に立つと思い、刈払機取扱安
全講習を受講しました。
　刈払機の使用において、始動・
停止・付帯装置の扱いや安全作業
の動作を覚えることは当然のこと
ながら、初めて振動障害とその予防に関する知識を
得ることができ、非常にためになる講習でした。今

後は、取り扱う機械に
対する点検、整備はも
ちろん大事ですが、振
動障害と予防について
も意識して仕事をした
いと思います。

第６地区２班会員　天野　文夫 第３地区４班会員　川滝　　実

　
「
２
０
２
４
パ
リ
五

輪
」
が
７
月
26
日
に
開

幕
し
、先
の
「
２
０
２
０

東
京
五
輪
」
と
は
違
い
、

大
勢
の
観
客
の
前
で
選

手
が
躍
動
す
る
本
来
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
直
前
の
６
月
か
ら

私
た
ち
は
本
号
の
編
集

に
入
り
ま
し
た
。
▼
各

ペ
ー
ジ
の
テ
ー
マ
を
決

め
、
執
筆
者
へ
の
原
稿

依
頼
や
掲
載
写
真
の
選

定
▼
２
校
作
業
で
は
、

レ
イ
ア
ウ
ト
や
フ
ォ
ン

ト
（
文
字
）
な
ど
を
検

討
し
、
文
面
の
趣
旨
は

変
え
な
い
範
囲
で
、
各

記
事
の
文
節
や
語
句
の

微
調
整
▼
３
校
作
業
で

は
、
記
事
全
体
の
最
終

校
正
を
行
い
、
印
刷
へ

▼
今
回
も
関
係
者
の
協

力
を
得
て
無
事
発
行
に

こ
ぎ
着
け
ま
し
た
が
、

今
後
も
業
務
情
報
や
会

員
の
活
躍
を
中
心
に
、

記
憶
に
残
る
紙
面
作
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
熊
坂
）

編
集
後
記

発　行

公益社団法人
北広島市シルバー人材センター

編　集

広報部会編集委員
◎山下千秋

○三上元幹　　○西窪瑞恵
○熊坂克也　　○山㟢克彦

印　刷

千歳印刷株式会社

会 員 の 広 場会 員 の 広 場

事務局職員レター事務局職員レター

　シルバー職員として５ヶ月
が過ぎました。事務局の先輩
方や会員の皆様に支えていた
だきながら何とかここまで勤
めています。
　さて、５ヶ月ともなると、「慣
れ」というものが出始めてい
るのではないかと思います。
仕事だけでなく、車の運転や
人間関係等も「慣れ」から悪
い方向に進むこともあります。
　この「慣れ」を悪い意味の「慣
れ」にしないためにも、今持っ
ている感謝の気持ちを忘れず
に今後も全力で、良い意味で
の「慣れ」を活かして頑張っ
ていきます。

親 睦 会 だ よ り親 睦 会 だ よ り
業務課　梶野　　晴７

月
18
日　

こ
の
日
は
真
夏
日
だ
っ
た

28
人
の
シ
ル
バ
ー
会
員
が
日
頃
の
仕
事
を
離
れ

足
取
り
軽
く
バ
ス
に
乗
り
込
む

９
時
、
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
見
送
ら
れ
出
発

広
々
と
し
た
田
園
地
帯
を
風
に
吹
か
れ
バ
ス
は
走
る

車
内
か
ら
は
楽
し
気
な
会
話
や
笑
い
声
が
聞
こ
え
る

道
の
駅
「
三
笠
」
や
坂
本
龍
馬
に
縁
あ
る

浦
臼
の
「
つ
る
ぬ
ま
」
に
立
ち
寄
り

新
十
津
川
温
泉「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
し
ん
と
つ
か
わ
」に
着
く

早
速
、
彩
り
豊
か
な
昼
食
に
舌
鼓
、
会
話
が
弾
む

ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
の
中
、
天
然
温
泉
で
体
を
癒
す
人

地
下
空
間
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で

自
慢
の
喉
を
披
露
し
周
囲
を
盛
り
上
げ
る
人

そ
れ
ぞ
れ
が
身
も
心
も
自
由
奔
放
だ

午
後
、「
新
十
津
川
物
語
記
念
館
」
を
訪
れ

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
ド
ラ
マ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
見
る

さ
ら
に
「
食
路
楽
館
（
く
じ
ら
か
ん
）」
へ
足
を
向
け

地
元
で
発
掘
さ
れ
た
ク
ジ
ラ
の
化
石
レ
プ
リ
カ
に
驚
く

「
砂
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
」
で
は

手
に
一
杯
の
買
い
物
を
し
た
り

子
供
の
よ
う
に
ア
イ
ス
を
舐
め
た
り
し
て
時
間
を
楽
し
ん
だ

３
時
過
ぎ
、
心
地
よ
い
疲
労
感
に
包
ま
れ
て
バ
ス
は
帰
路
へ

ま
る
で
青
春
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
シ
ニ
ア
の
姿
は

き
っ
と
明
日
へ
の
活
力
に
な
っ
た
に
違
い
な
い

そ
し
て
幹
事
の
方
に
感
謝
を
し
な
が
ら
家
路
に
就
い
た

田
園
の
風
に
吹
か
れ
、
真
夏
の
空
知
を
巡
る

熊
坂　

克
也


